
先週は地区大会がありまして、国分寺ＲＣから

は２５名の参加ということで、皆様ご苦労様でし

た。大会会場はザ・プリンスパークタワー東京と

いう東京タワーのそばのホテルでした。一昨年 

までは品川だったのですが、去年から芝公園に移りましたね。こ

れからは芝公園で行なうことになるのでしょうか。皆さんが参加さ

れたのは２月２３日でしたが、私と高橋幹事は前日のクラブ会長

幹事会並びにＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会から出席しました。

挨拶ばかりがやたら長い会合でしたが、美味しい料理をいただき

ましたので、会長の役得として理解することにします。役得という

ことに関しては、地区大会時の「クラブ紹介」で会長として壇上に

上がったことも良い思い出となっています。皆さん、ありがとうござ

いました。また、本日の卓話の講師は、その地区大会で堂々と発

表されていた国際親善奨学生の神宮司真奈さんにお願いしてお

ります。地区大会では話せなかった内容も含め、留学の成果を発

表していただきたいと思います。さて、本日は４月１６日に創立２０

周年記念式典を控えた武蔵国分寺クラブから本多幸雄幹事をは

じめとする４名の方がＰＲにいらっしゃっております。私たちは親ク

ラブとして全員登録という形で創立２０周年をお祝いしたいと思い

ますので、皆様よろしくお願いします。それではＰＲをよろしくお願

いします。 

①国分寺市に贈呈する放射能測定器２台が、

届きましたので、お見せします。１台約１０万円

です。現在、東京都から国分寺市に支給され

たものと同型でございます。その贈呈式を今週 

の金曜日に、会長、幹事、北田長期計画策定委員長と一緒に、

市長の方にお渡しする予定ですので、報告致します。②４月１７

日に、ポリオ撲滅チャリティゴルフが狭山ゴルフで開催されます。

これは小金井ＲＣが主催しており、なるべく人数を集めて下さいと

いう話ですので、出来るだけ出席頂ければ幸いです。③私共が

バックアップしている国分寺ジュニア・ミュージックシアターの方た

ちが、３月３１日（金）開催の第７回定期公演会「くつやのこびと」と

いうミュージカルをやるそうです。無料招待券が事務局に届いて

おりますので、ご興味のある方は事務局に声をかけてください。 

委  員  会  報  告

東京国分寺ロータリークラブ

第２２２０回     例 会 報 告     — ２ 月 ２８ 日 — 

 

会員数： ３９名  免除： ８名  メーキャップ済み： ２名   

欠席： ４名   出席率： ８７．１ ％  

≪ 前々回の訂正 ≫  メーキャップ  １名 

欠席 ５名  出席率 ８１．８％ → ８４．８％ 

鈴木剛様（東京渋谷ＲＣ）：本日はロータリー財

団国際親善奨学生の神宮司真奈さんがお世話

になります。荒畑忠弘様（東京小平ＲＣ）：本日 

ます田畑と申します。宜しくお願い致します。濱仲会長には、その

式典で、片倉ガバナーに続きまして、祝辞を頂けたらと思います。

さらに加えまして、３月末くらいまでに、記念誌に掲載いたしますご

挨拶文を１０００字ほどで頂きたく、宜しくお願い致します。式典は、

４月１６日（月）、パレスホテル立川・ローズルームで行いますの

で、多数の皆様の参加をお待ちしております。何卒宜しくお願い致

します。 

○鈴木剛様（東京渋谷ＲＣロータリー財団奨学・ＧＳＥ・学友委員

会委員長）○神宮司真奈様（２０１０-１１年度ＲＣ国際親善奨学

生）○本多幸雄様（東京武蔵国分寺ＲＣ幹事）○井口敏之様（東

京武蔵国分寺ＲＣ）○縄康雄様（東京武蔵国分寺ＲＣ）○田畑哲

郎様（東京武蔵国分寺ＲＣ）○荒畑忠弘様（東京小平ＲＣ） 

東京武蔵国分寺ＲＣ創立２０周年記念式典を、４

月１６日に開催します。今日はその式典のＰＲに

参りました。私は、その実行委員長を務めており 

○武蔵国分寺ＲＣ創立２０周年実行委員長：田畑哲様
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— さあ、今こそ我等の出番だ — 

会 長 の 時 間  濱 仲 会 長 

 

国際ロータリー会長 
カルヤン・バネルジー 

出 席 委 員 会   高 椙 会 員  

こころの中を見つめよう 
   博愛を広げるために 

本 日 の 司 会  酒 井 Ｓ Ａ Ａ 委 員  

幹 事 報 告  髙 橋 幹 事 

ニコニコボックス   山 内 親 睦 副 委 員 長  

お 客 様 紹 介  濱 仲 会 長  

ロータリーソング  『 我 等 の 生 業 』  



ュネーブは、国連本部があることから、世界の中でも特に国籍の多様

性に富んだ都市であると思います。たとえば、私の所属していた修士

課程では、全生徒数約９０名の中に、３３か国の国籍の人がいまし

た。そんな毎日の国際交流の中で学んだことは、人には無意識に刷

り込まれたその国の文化がある、だからこそ自分にもその無意識の

文化があると思って相手にも接することが大切、そして国際交流とは

その「違い」を知り、受け止めあうことだ、というものでした。第二に、

気持ちを共有すること。あの３．１１、東日本大震災の時、私はジュネ

ーブにいました。そのため、地震による被害を直接受けなかったもの

の、日本にいる大切な人々を急に失ってしまいそうな気がして、毎日

不安でしょうがなかったです。そんな時ジュネーブで、ある変化が起き

ました。大学院の先生や友人のみならず、道ですれ違う人、お店の店

員の人など、今まで知らなかった人にさえ、「あなたは日本人ですか。

家族は大丈夫ですか。」と聞かれるようになりました。また、私と友人

で企画したチャリティーイベントでの会場の温かい空気を今でも忘れ

ることができません。国際交流を通して、色んな国の人々の「違い 

」を学びつつも、「人」として「気持ちを共有する」ことができることを学

んだ日々でした。最後に、国際人道法を学んだ先に。国際人道法と

は、簡単に言うと、各国が約束した戦争当事者が守らなければならな

い戦争のルールです。武力紛争がいかに始まったかとは関係なく、武

力紛争が事実上存在するならば、紛争当事者に適用され、その戦闘

行為の暴力を制限します。私は、留学する前、国際人道法を学ぶ理

由として、次のようなことを考えていました。武力紛争をなくすことはす

ぐにはできないかもしれない、でも紛争下の中で少しでも犠牲者を減

らすことができれば、次につながるのではないか、その一つの方法が

国際人道法の履行の促進なのではないか。しかし、いざ留学中に国

際人道法を学んでみると、見えてくるのは武力紛争の悲惨さ、非人道

性、そして国際人道法の困難性でした。武力紛争が起こると、やは 

り命を守ることは非常に困難になる。やはり、武力紛争はない方が 

いい。武力紛争を防ぐことに少しでもつながることを私は仕事にした

い、いつしかそう思うようになっていました。そのために、私は今、国

際人道法と国際人権法を学んでいます。命の大切さを知り、命が大

切にされる社会の実現のためにはどのようにしたらよいのか、生涯の

テーマだと思っています。以上が、私が国際親善奨学生としての一年

間で学んだことです。これからこれらの学びを私なりに実践していき、

いつか皆様の前で、また別のご報告ができる日が来るように日々精

進してまいります。ご清聴ありがとうございました。 

卓            話 

○地区学友委員会委員長 鈴木剛様の紹介： 

倉島プログラム委員長

○国際親善奨学生 神宮司真奈様の紹介： 

鈴木剛委員長様 

○卓話：「あの一年間で学んだこと」神宮司真奈様

国際親善奨学生制度は１９４８年から始まっ

て来ております。再来年度、２０１３／２０１４

年度からなくなります。その年度から新しい

形になります。これまでに、国分寺ＲＣから、 

どのような方が国際親善奨学生になったかということを調べまし

たら、５名の女性の方が、国際親善奨学生として出ております。

その中には、今、聖心女子大学の教授、東京大学の教授をされ

ている方など、世の中のためになる人材を輩出しております。前

置きが長くなりましたけれど、神宮司さんをご紹介致します。神宮

司真奈さんは、２０１０／２０１１年度の国際ロータリー財団の国際

親善奨学生でございます。派遣先は、スイスのジュネーブで、そ

ちらで、ジュネーブ・アカデミーというところに留学致しまして、国

際人道法あるいは国際人権法、そういうようないわゆる人権法に

関係する研究をなさっておりまして、昨年の８月末に留学を終え

て帰国しました。現在、そのスイスでの修士論文を提出し、それ

の結果待ちということです。本日、合格の知らせが届くことになっ

ております。どうもおめでとうございます。そういうところで、この一

年間を振り返ってということで、卓話をして頂きますので、宜しく御

願いします。 

はお世話になります。どうぞよろしくお願い致します。武蔵国分寺

ＲＣ一同様：本日は貴クラブの例会を本当に楽しみにしておりまし

た。よろしくお願いいたします。また４月１６日に当クラブの２０周年

記念式典を予定しておりますので、ぜひご参加頂ければと思いま

す。濱仲会長・髙橋幹事：先週は地区大会出席ご苦労様でした。

神宮司真奈様本日卓話よろしくお願いします。田中会員：武蔵国

分寺皆様ようこそいらっしゃいました。２０周年は必ず参加致しま

す。倉島会員：鈴木剛地区学友委員長、国際親善奨学生神宮司

真奈さん、大勢の武蔵国分寺ＲＣのお客様を歓迎してニコニコしま

す。 

只今、ご紹介にあずかりました２０１０-２０１１年度国際親善奨学

生の神宮司と申します。私は、狛江ロータリークラブから派遣され

まして、スイスのジュネーブアカデミー国際人道学修士課程にて、

一年間留学してまいりました。あのかけがえのない一年間を可能

としてくださったロータリークラブの皆様に心から感謝しておりま

す。その感謝の気持ちを表すうえで、今回は私があの一年間で何

を学んだのかを紹介させていただきます。大きく分けて、１）国際交

流とは何か、２）気持ちを共有すること、３）国際人道法を学んだ先

に、についてお話します。第一に、国際交流とは何か。スイスのジ 
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